
6
月
9
日
、
J
I
C
A
は

G
7
の
開
発
金
融
機
関
と

と
も
に「
G
7 

2
X
（
ツ
ー
エ
ッ

ク
ス
）
チ
ャ
レ
ン
ジ:

女
性
の
た

め
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス 

イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
発
足
の
共
同
宣
言
を
発

表
し
ま
し
た
。
G
7
各
国
の
開

発
金
融
機
関
と
共
同
で
女
性
の

た
め
の
金
融
支
援
を
強
化
し
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
30
億
ド
ル
の

資
金
動
員
を
目
指
し
ま
す
。

　

女
性
が
経
済
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
は
世
界
の
繁
栄
と
安
定
の
た

め
に
重
要
で
す
が
、
現
状
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
新
興
市
場
の
中
小
企
業

主
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
3
割

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
そ
の
う
ち
の
7
割
は
融
資
の

担
保
と
な
る
土
地
や
家
の
所
有
権

を
持
た
な
い
た
め
、
正
規
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
女

性
が
経
営
す
る
中
小
企
業
は
、
世

界
全
体
で
3
2
0
0
億
ド
ル
も
の

資
金
不
足
に
直
面
し
て
い
る
と
の

試
算
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現

状
を
変
え
る
た
め
、
女
性
の
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
労
働
市

場
へ
の
参
入
促
進
と
い
っ
た
経
済

的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

立
ち
上
げ
に
よ
り
、
G
7
各
国
の

開
発
金
融
機
関
は
自
ら
の
資
金
提

 

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
ふ
た

た
び
発
生
し
た
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
流
行
に
対
処
す
る
た
め
、

J
I
C
A
は
6
月
7
日
ま
で
に

同
国
国
立
生
物
医
学
研
究
所

（
I
N
R
B
）
に
バ
イ
ク
5
台
、

発
電
機
1
台
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

迅
速
診
断
キ
ッ
ト
1
5
0
0
組
な

ど
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

機
材
は
最
前
線
で
活
動
す
る
医
療

従
事
者
の
移
動
や
簡
易
検
査
施
設

の
電
力
供
給
、
患
者
の
診
断
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

　

同
国
の
赤
道
州
で
は
、
流
行
が

発
表
さ
れ
た
5
月
8
日
か
ら
6
月

14
日
ま
で
に
66
の
症
例
が
報
告
さ

れ
、
う
ち
38
例
は
陽
性
が
確
定
し

て
い
ま
す
。
流
行
が
発
生
し
た
ビ

コ
ロ
地
区
と
イ
ボ
コ
地
区
は
道
路

の
状
態
が
悪
く
電
力
供
給
も
不
安

定
な
た
め
、
検
体
の
輸
送
や
簡
易

検
査
施
設
で
の
検
査
が
難
航
し
て

い
ま
す
。
ま
た
感
染
封
じ
込
め
の

た
め
連
日
開
催
さ
れ
て
い
る
同
国

の
エ
ボ
ラ
対
策
国
家
調
整
委
員
会

迅速診断キット引き渡しの様子。INRBムエ
ンベ所長とJICAコンゴ民主共和国事務所
柴田所長

トンガに導入された太陽光発電システム

JICAの最新ニューストピックス

女性の起業やビジネスを促進。
30億ドルの資金動員を目指す

エボラ出血熱の流行拡大防止に
日本の技術が貢献 0203

JULY 2018 JICA UPDATE
  「

第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ

ト
」
が
5
月
18
日
、
19
日

に
福
島
県
い
わ
き
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
太
平
洋
島
嶼
国
が
直
面

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、

同
じ
島
国
で
あ
る
日
本
と
意
見
交

換
を
行
い
、
協
力
関
係
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

首
脳
会
議
で
す
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、

メ
ラ
ネ
シ
ア
に
大
分
さ
れ
る
島
嶼

国
は
「
国
土
が
狭
い
上
に
分
散
し
、

電
気
や
水
道
な
ど
の
社
会
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
渡
ら
な
い
」「
国
際
市

場
か
ら
遠
く
、
産
業
が
育
ち
に
く

い
」「
自
然
災
害
や
気
候
変
動
に
対

し
て
脆
弱
」
と
い
っ
た
共
通
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
J
I
C
A

は
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と
島
嶼
国

と
の
連
携
強
化
を
目
指
し
て
、
長

年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
電
力
分
野
の
協
力

は
1
9
9
0
年
代
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
設
備
の
整
備
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
2
0
0
9
年
以
降
は
、
既

存
の
電
力
系
統
に
太
陽
光
発
電
を

連
係
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
現
在
は
5
か
国
を
対
象
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電＊

の
普
及
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
蓄
積
さ
れ

た
知
見
は
日
本
の
島
嶼
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
の
向
上
に
も
活
用
さ
れ
、

J
I
C
A
の
担
当
者
は
「
日
本
と

同
じ
課
題
を
抱
え
る
国
々
と
、
お

た
が
い
に
学
び
合
っ
て
い
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

　

課
題
解
決
を
担
う
人
材
の
育
成

も
急
が
れ
て
い
ま
す
。
J
I
C
A

は
16
年
か
ら
島
嶼
国
の
若
手
人
材

を
対
象
と
し
た
留
学
制
度
「
太
平

洋
島
嶼
国
リ
ー
ダ
ー
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
を
始
め
、
日

本
の
大
学
で
の
修
士
号
取
得
の
支

援
や
省
庁
・
自
治
体
で
の
実
務
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
約
80

人
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
で

お
り
、
3
年
間
で
約
1
0
0
人
が

日
本
に
留
学
し
ま
す
。「
参
加
者

た
ち
は
、
日
本
で
身
に
つ
け
た
専

門
知
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
母
国

で
の
取
り
組
み
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
」
と
、
J
I
C
A
と
と
も
に

留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
N
P
O

の
担
当
者
は
述
べ
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
今
後
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
民
間
企
業
と
も
幅
広
く

連
携
し
、
島
嶼
国
の
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

供
を
呼
び
水
に
民
間
の
投
資
を
促

し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女
性
の

経
済
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
事
業

を
後
押
し
し
ま
す
。
J
I
C
A
は

各
国
の
開
発
金
融
機
関
と
と
も
に
、

途
上
国
の
女
性
た
ち
の
活
躍
に
向

け
た
支
援
を
い
っ
そ
う
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

か
ら
は
、
輸
送
手
段
や
機
材
、
人

材
な
ど
の
不
足
と
い
っ
た
問
題
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
支

援
は
同
調
整
委
員
会
か
ら
の
緊
急

の
要
請
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　

無
償
提
供
さ
れ
た
迅
速
診
断

キ
ッ
ト
は
、
ザ
ン
ビ
ア
で
実
施
中

の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研

究
成
果
を
活
用
し
、
北
海
道
大
学

＊
太
陽
電
池
や
風
力
発
電
機
、水
力
発
電
機

な
ど
異
な
っ
た
種
類
の
発
電
機
を
組
み
合
わ

せ
た
発
電
シ
ス
テ
ム

教
授
の
高
田
礼
人
さ
ん
と
デ
ン
カ

生
研
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
を

通
じ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

特
別
な
器
具
を
必
要
と
せ
ず
約
15

分
で
検
査
結
果
が
判
明
す
る
た
め
、

感
染
患
者
の
診
断
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

太平洋島
と う

嶼
し ょ

国と日本の協力が培う信頼関係01
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